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1．はじめに
　本校は今年度創立 95 年の県内有数の伝統校
であり，機械科・電気科・情報通信科・環境化
学科・建築科の 5学科がある。ものづくり研究
クラブの中のスペースクリエイタクラブでは，
建築物の模型製作，木工パズルの製作，コンク
ールへの挑戦を主な活動としてきた。1年時に
県内大学主催のデザインコンクールへ挑戦した
ことをきっかけに，次の挑戦へと繋がり多くの
経験となった。
2．目的
⑴　デザイン力（発想力，表現力，伝達力）を
身につける。
⑵　問題解決能力を養う。
3．コンクール一次審査
⑴　課題決定
テーマ「温泉を楽しむ」
課題 A　グラフィックデザイン課題
　　　　「温泉タオル」
課題 B　プロダクトデザイン課題
　　　　「温泉にまつわる土産品」
課題 C　空間デザイン課題
　　　　「温泉まんじゅうを食べるための空間」
課題 D　自由課題
　　　　「温泉を楽しむ」に関わるアイデア
課題 Aの温泉タオルに挑戦することを決定した。
⑵　テーマの調査と構想
　山形県は，全国有数の温泉大国で県内全市町

村に温泉があるのが自慢である。特定の温泉地
ではなく県内全域の温泉で楽しめるタオルを目
指した。そのため県内の特産物や有名なものを
調査し検討した結果，サクランボ，ラフランス，
庄内米，庄内柿，将棋の駒，尾花沢のスイカ，
朝日町のブドウをデザイン画に入れることに決
定した。山形の県花である紅花の色をタオル地
に考えたが，男性も使用することから白と黒の
地の色に決定した。後にタオル地の色は各パタ
ーンを考え提案するべきだったと気がついた。

・山形の有名なものをタオルのデザインに入れ
て，温泉と食や観光も楽しんでもらう。
・長方形のタオルは身体を洗ったり，拭いたり
腰に巻いたりする。
・三角形のタオルは，髪の長い人が穴にサクラ
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　各班のビデオ撮影した授業を見直し，どの部
分で教員の声かけが多かったかの分析を行っ
た。理解度BレベルをAレベルに上げるために，
Aレベルに必要な知識や作業手順を単純に説明
しているのではなく，発問の形式で生徒に声か
けしていることがわかった。時には，教員の実
演も必要になるが，多くは「～をするにはどう
したらいい？」という形式で生徒に‘気づき’
をもたらす発問となっていることがわかった。
検証イ　暗黙知について検証アの「理解度 B

レベルを Aレベルに上げるための声かけ」が
具体的にどの部分で行われたか考察する。
　1～ 3班の声かけを行った部分で共通してい
たことは，生徒に自己評価させた作業理解度の
割合が一番低い箇所である。よって，生徒のつ
まずき部分に声かけが集中していたことになる。
問題は，生徒のつまずき部分を教員が暗黙知と
して理解していたかどうかであるが，教員はあ
る程度予想していたと言える。建築科の職員は，
実習や課題研究における作業を伴う活動の際，
事前に確認の作業を行うことが多い。その際，
教員自身が作業をスムーズに行うことができな
かった箇所，難しく感じた箇所が生徒のつまず
き箇所と合致していると感じる。今回，ルーブ
リックを用い，声かけを分析したことにより，
生徒の理解度が低い部分（つまずき部分）＝声
かけが必要な部分（教員が暗黙知としてつまず
きを予想していた部分）となることがわかった。

4．研究の成果
　検証 1，2から研究成果を述べる。
⑴　建築科独自の実習測量のルーブリックを作
成することができた。特にルーブリックは，作
業手順のルーブリックになっていたため生徒が
自己評価をする際，具体的でわかりやすかった
と感じる。ルーブリックの使用が，生徒自身の
作業理解度や作業技術力の分析を行うのに大変
有効であることがわかった。また，測量は作業
基準を定めている仕様書がないため，生徒の作

業をルーブリックを用いて評価できたことは大
きな成果である。
⑵　ルーブリックで実習作業を自己評価させた
ことにより，生徒の理解度が低い部分（つまず
き部分）＝声かけが必要な部分（教員が暗黙知
としてつまずきを予想していた部分）となるこ
とがわかった。今後，他の教科でルーブリック
を作成するとき，生徒のつまずき部分に焦点を
当てたルーブリックの作成ができれば，生徒の
技術力，資質・能力を高めていくことが可能と
なる。ただし，資質・能力を身に付けるため，
理解度を上げるためには，一定の基礎知識は必
要不可欠であり，その基礎知識は教員の座学等
での意識付けが最も重要であることもわかった。

5．今後の課題
　今後の課題は以下の通りである。
⑴　生徒の作業理解度向上のためには，ルーブ
リックを活用し，生徒に自己評価を行わせるこ
とが有効であることが，今回の研究でわかった。
しかし，作業技術力は，時間を要するため，繰
り返し訓練する必要がある。今後，生徒の技術
力を高めるために，ルーブリックをどのように
作成し活用していくか研究したい。
⑵　進度に差が出る作業でも教員が確実に評価
できるための教員用ルーブリックの確立と評価
の一致が課題である。
⑶　生徒の思考をどの様な基準で教員が評価し
ているか明確化し，評価の要点を導き出すこと。
6．調査研究のまとめ
　ルーブリックの活用が生徒の自己理解と技術
力の分析に大変有効であることがわかった。今
後，工業高校生に必要な資質能力をいかに伸ば
していくか，ルーブリックを活用することで，
科を超えた評価のあり方を検討していきたい。
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ンボを通すだけで簡単に髪をまとめられ，水
滴が落ちてこないデザインにする。
4．コンクール二次審査（最終審査）
　一次審査を通過し，審査員のアドバイスと課
題に対する解決をして最終審査に挑戦した。
⑴　デザインのブラッシュアップ
・地域をさらに PRするため，温泉地名を漢字，
ひらがな，カタカナ，ローマ字を検討し，評
判の良かったローマ字に決定。
・ただローマ字で温泉名を入れるのではなく，
頭文字を大きくして，その頭文字を繋げて読
んでいくと，『山形』と読めるような工夫を
した。これは後に審査員の先生にほめていた
だいた。
・デザインの統一感を図るために有名なものの
デザインを食べ物だけにした。
・肌触りや使い心地の良いタオル，綿 100％で
絞りやすく乾きやすい，頭に巻ける厚さを目
指した。試作品製作時，生地の厚さや触り心
地も理想のものは用意できず，布用絵具は色
の乗りが揃わず最終的にはアイロンで布にプ
リントすることにした。完成作品は色の乗り
は良いがごわごわして理想とは大幅に違うも
のとなった。
⑵　パネル製作
・短い言葉でわかりやすく，印象に残るレイア
ウト，文字やイラストの大きさ，配色まで検
討した。ファイル更新は 63 回を重ねた。
　温泉タオルを通して，地元の人が自分たちの

地域を誇りに思え，地元以外の人からも地域を
より知ってもらえるように。「またここを訪れ
たい」，「誰かを誘いたい」，タオルを通して会
話が生まれるように。そんな幸せな気持ちにな
れるようデザインに込めた。
⑶　プレゼンテーション
　最終審査はパネルと実物大のデザイン画，お
気に入りのぬいぐるみに試作のタオルを身に着
けて，審査員に作品の説明をした。沢山の方の
助けがあって完成したので，自信を持ってアピ
ールしようとしていたが，途中で審査員からの
質問やアドバイスが入り，終わったときには頭
が真っ白な状態になっていた。そのような状態
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を想定した練習を事前に何度も重ねる必要があ
った。
　審査の結果，温泉タオルはグラフィックデザ
イン部門で優秀賞となった。
　発表の時，自分の名前が呼ばれたことに気が
つかないくらい，実感がわいてこなかったが，
時間が経つうちにうれしさがこみ上げてきた。
今まで沢山の方にアドバイスや手伝ってもらっ
たことに感謝の気持ちでいっぱいになり，それ
まで時間をかけて取り組んだことが報われたよ
うに感じた。
⑷　体験し学んだこと
　はじめは簡単だと思っていたが，デザインの
過程，エアーブラシ，アイロンシートやパネル
のための画像作りや，試作品製作が初めてのこ
とで難しいことの連続だった。作業していると
時間が経つのが早く感じられ，締切りの日に追
われた。タオルもパネルもいくつものパターン
を検討し，何度も改良し大変だったが，納得の
いくものにするためには必要な事だと思った。

5．試作
　最終審査の後，大学の方より協力を得て試作
品を作ることになった。大学の方がアドバイス
を下さり，いくつかのデザイン画を描き直した
り描き加えたりした。何気なく描いていたもの
の輪郭の線ひとつや，グラデーションのあり方
ひとつ，光沢の入れる方向が違っても見え方が
違ってくること。使う人のため作品の完成度を
上げるために作業が繰り返された。
　県内の 18 温泉組合を網羅するように YAMA 

GATAの文字配列を置き換えたこと。

　タオル地の色は当初の黒のチェックから温泉
のイメージとしてオレンジと水色に変更したこ
と。先に描いていたものに加えて赤かぶや玉こ
んにゃく，メロン，たけのこ，くらげ，だだち
ゃ豆，ワインと蕎麦など，山形県各地域から伝
えたいものがこんなに沢山あることに気がつい
た。デザイン画に採用にならなかったもの，採
用になったもの，気がつかなかった事や表現方
法を教えていただき実践することができた。
　最終審査で製作した試作品とは比べ物になら
ないくらい触り心地も良いタオルが完成した。
本物のタオルになったことでとても感動した。
6．全国での発表
　「常若の地から響け！挑戦・交流・進化の想い」
をキャッチフレーズとして全国の専門高校の生
徒が研究，製作したものを展示・発表・体験す
る全国産業教育フェア三重大会参加。
　工業・農業・商業・水産など 8部門ある中，
意見・体験発表部門において発表する機会を得
た。
　原稿とスライドの作成と照らし合わせや発表
練習をして前日から三重県入りとなった。
　全国産業教育フェアに参加して，看護や，福
祉，水産など，自分の知らない専門分野を見聞
きすることができてとてもためになった。全国
の専門高校の作品を見て，すべてのものづくり
が，人のため，人を思いやることに繋がってい
ると思った。
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7．おわりに
⑴　生徒の感想
　初めてのものづくりでわからないことや，不
安だったことが沢山あった。図柄と形だけデザ
インするのではなく，使ってくれる人のことを
考えて全てデザインすることが大事なことと気
がついた。山形のことを調べたので，今まで知
らなかった地元の良さを発見できて，色々なこ
とに興味がわいてきた。ものづくりにはやって
みないとわからない苦労や楽しさがあり，1 人
ではできなかったことが，先輩や先生方からの
アドバイス，友達からの励ましで，一つのもの
を完成できたときはとてもうれしかった。
　コンクールの審査では，審査員の方からとて
も厳しいことも言われたが，より良いものづく
りに必要なアドバイスや指摘を受けることは大
切だと思った。人前で話すことが苦手な私にと
っては，発表当日はご飯が食べられないほど緊
張して大変な挑戦だったが，無事に終えること
ができて達成感がわいてきた。一つの挑戦がま
た別の挑戦に繋がっていき，大変だけど楽しさ
を感じることができた。これからのものづくり
や，将来仕事をするときに，周囲の人と沢山話
をし協力していくことで，目の前の問題に取り

組み，挑戦し続けたいと思った。そして，安全
で安心なより良いものを考え，形にしていける
建築士を目指したいと考えている。私のものづ
くりを通しての挑戦は始まったばかりだ。これ
からも目の前の問題に取り組み，挑戦していく
ことを続けたいと思う。
⑵　教員の感想
　コンクールの後に同大学の『探求型学習・デ
ザイン思考に関わる研究会』に参加する機会を
得た。
デザイン思考とは，
①　「共感」相手の立場で考える・感じる
②　「問題定義」情報整理，問題・着眼点発見
③　「創造」アイデア発想・課題解決
④　「試作・プロトタイプ」体験できる形・寸劇
⑤　「検証」フィードバックの獲得・改善点発見
　①から⑤を何度も繰り返すことにより優れた
提案を具現化することができる。思考を学ぶこ
とで工業の分野では実習や課題研究で，ものづ
くりの要素が加わる場面では実践されてきてい
ることに気がついた。本校では卒業時就職者が
7 割強となるが，社会人基礎力としての問題発
見力，計画力，創造力，実行力が求められてお
り，これらを統合的に実践できるのがものづく
り学習の特長と捉えられる。この生徒が，学校
以外で発表機会や評価を受けたことで，学校内
のそれより多くの貴重な体験となり生徒の成長
が著しいものに感じた。これを機に，社会で活
躍できる生徒をより多く輩出できるような教育
現場でありたい。
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